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平成２９年度玉葉会乳児院事業報告 
【施設種別】児童福祉法による乳児院    【入所定員】    ３５名 
                     【暫定定員】    ３２名 

【ショート定員】   ２名 
 
 
改正児童福祉法に基づく家庭養育優先の下では、施設の役割・機能の専門

性が求められ、「新しい社会的養育ビジョン」も徐々に情報公開された。 
本年度は、定員３２名の暫定定員の運営であったが入所児童数が安定せず、

一時保護委託の対象児は新生児、被虐待児、虚弱で病弱児の利用希望の増加

が顕著であり、今の時代を反映して親に精神疾患があり、養育の変化に対応

していくことの困難さを痛感した。 
本年度は、児童精神科医・心理士による、子どもの発達段階を評価し分析

しながら、親等の面会時などに担当者より情報提供をして、家庭復帰への再

構築のための支援にも力を入れ、職員の精神衛生の改善も図った。また、頻

回に児童相談所との連絡を密にして、家族との受容と共感を大切にしながら

困難な状況下の子どもたちの身体の安全と生活、精神面での安定と安心を提

供するため、次の事業を行なった。 
  
 
１ 養育目標 
 1 心も身体も健康なこどもを育てる。 
 2 何にでも意欲的なこどもに育てる。 
 3 遊びに集中できるこどもに育てる。 
 4 一人一人を大切にできるこどもに育てる。 
 
 
２ 年間養育目標 
 1 一人一人の姿や気持ちに寄り添いながら、愛着関係を築いていく。 
 2 いろいろな経験を通して、心身共に豊かに育てる。 
 
 
３ 職員関係 
 1 職員の状況（平成 30 年 3 月 31 日現在） 
区分 施設

長 
医師 事務

職 
看護

師 
保育

士 
栄養

士 
調理

員 
その

他 
計 

常勤 １ ０ １ ５ ２３ １ ５ ０ ３６ 

非常

勤 
０ １ ０ ０ ６ ０ ０ ３ １０ 

合計 １ １ １ ５ ２９ １ ５ ３ ４６ 
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 2 諸会議・研修会 

  (1)職員会議   月１回   (7)看護師会議 隔月１回 
(2)リーダー会議 月１回   (8)調理会議   月１回 
(3)養育会議   月１回   (9)係会議   隔月１回 
(4)クラス会議  月１回   (10)各種委員会    

 (5)職種別会議  月１回   (11)その他    
 (6)給食委員会  月１回 
 ①全国乳児院協議会・研修会    ⑥市児童福祉施設各種研修会 
 ②東海北陸ブロック各職種・分野別会議 ⑦職員指導者研修 
 ③中部ブロック乳児院研究会議     ⑧上級職員セミナー 
 ④愛知県乳児院協議会各職種・分野別会議⑨初任者・中堅職員研修 

   ⑤権利擁護研修            ⑩家庭支援専門相談員研修 
 
４ 施設整備の状況 
 1 リス室院庭スロープ設置工事   3 厨房換気ファン取替工事 
 2 市水自動給水装置取替工事    4 スプリンクラー排水弁取替工事 
  
   
５ 栄養と食生活 
 1 子どもの栄養状態を把握し、そのときに合った食事の提供 
 2 月３回昼食に焼きたてのパン・ピザをメインに提供 
 3 誕生日に手作りケーキを提供 
 4 個々に合った食事の提供ができた。 
 5 行事食等、子どもの食事の充実を図り、4・5・10・11 月の金曜日を 

お弁当の日とした。 
 
 
６ 防災・防犯対策 

1 大規模地震の発生を想定した炊き出し訓練（年１回）防災訓練毎月 
１回行なった。 

 2 防災倉庫を再確認し、防災備品等を使用目的に合わせて整理した。 
  

3 消防署員の指導にて消火器訓練、及び火災時の避難誘導のレクチャーを

受けた。 
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７ 児童関係 
 1 行事（年間行事・随時行事） 

月別 行事名 概要 月別 行事名 概要 
4 月 お花見 緑地公園 10 月 

 
運動会 父母招待 

仲良し遠足  遠足 東山動物園 
5 月 子どもの日行事 父母招待 11 月 芋掘り  院畑 

遠足 名養連招待 七五三詣 熱田神宮 
6 月   12 月 買い物 クリスマスプレゼント 
7 月 七夕会 遊戯室 クリスマス会 多目的室 

プール開き 院庭 1 月   
8 月 夏祭り 地域招待 2 月 節分 遊戯室 
9 月 プール閉い 院庭 3 月 ひな祭り 遊戯室 

ぶどう狩り 岡崎駒立 いちご狩り 半田・常滑・多治見

お月見 遊戯室    
クラス外出 モリコロパーク,航空館,元気っ子センター,グリーンピア春日井 

 随時行事  
  父母懇談会年２回  おやつ作り月１回  誕生会月１回 
  個別誕生日会毎月  誕生日外出  クッキング月２回 
  集団あそび月 1 回  絵本の読み聞かせ月 1 回 
 
 
 2 児童状況 

(1) 月別入退所児童数（平成 29 年 4 月１日～30 年 3 月 31 日） 
月別 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ 合計 平均

初日在

籍数 
12 12 13 14 14 18 17 17 16 19 20 22 194 16.2

入所 
児童 

1※ 0 1 0 4 1 1 0 3 1 3 1 16 1 

退所 
児童 

3※ 0 0 0 0 2 1 1 0 0 1 8 16 1 

措置延 
人員 

360 395 407 434 509 490 499 527 558 596 594 654 6023  
2 4

 
一時保

護延 
221 161 172 247 317 217 192 317 328 240 170 190 2772 

※は 1 日付け 
一時保護は以降の集計には含めない 
 
   (2) 月齢別在所児童数（平成 30 年 3 月 31 日現在） 

月齢 ６ケ月未満 
６ケ月以上 
１歳未満 

１歳以上 
１．５歳未満

１．５歳以上

２歳未満 
２歳以上 合計 

在院児童 3 2 4 3 3 15 
 



78 
 

  (3) 在所期間別退所数（平成 29 年 4 月１日～30 年 3 月 31 日） 

在所期

間 
１ケ月未

満 

１ケ月～ 
３ケ月未

満 

３ケ月～ 
６ケ月未

満 

６ケ月～ 
１年未満 

１年～ 
２年未満 

２年以上 合計 

退所児

童 
1 2 3 1 7 2 16 

 
 
  (4) 退所理由別、退所年齢（平成 29 年 4 月１日～30 年 3 月 31 日） 
退所理由 
退所時年齢 

親元 
引取 

親族 
引取 

里親 
委託 

他施設に措置変更
その他 合計 

児童養護 その他 

１歳未満 0 0 1 0 0 0 1 
１～２歳未満 2 0 0 0 0 0 2 

2 歳以上 2 1 1 9 0 0 13 
計 4 1 2 9 0 0 16 

 
(5) 入所理由（平成 29 年 4 月１日～30 年 3 月 31 日） 

入 
所 
理 
由 

両親の状況 
遺 
 
棄 

親 
蒸

発 

父

家

出

母 
家

出 

親 
別

居 

母

未

婚

受刑等 父

虐

待

母

虐

待

親 
死

亡 

そ

の

他 

小

計  
親 父 母

 ０ 0 0 0 1 1 0 1 2 0 0 0 8 13 
 

家族の疾病  
父の疾病 母の疾病 家族 

の 
疾病 

小
計 

合
計 精神 

病等 
その他

病気 
精神 
病等 

次子 
出産 

その他

病気 
０ ０ 3 0 0 0 3 16 

 
 
(6) 入所時の子どもの年齢         (8) 入所時の母の年齢 
子どもの年齢 人数  母の年齢 人数 

1 ヶ月未満 3  20 歳未満 1 
～3 ヶ月未満 3  ～25 歳未満 2 
～6 ヶ月未満 0  ～30 歳未満 3 
～1 歳未満 2  30 歳以上 9 
～2 歳未満 7  不明 1 
２歳以上 1  合計 16 
合計 16    
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 3 ショートステイ利用状況（平成 29 年 4 月 1 日～30 年 3 月 31 日） 
月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ 合計

人

数 2 5 0 0 2 2 0 4 1 0 0 2 18 

 
利用 
理由 

母の出産 母の疾病 育児疲他 利用

日数

５日以内 10 日以内 10 日以上

1 10 7 16 5 2 
  
 
 4 地域交流事業（母と子のふれあい広場） 
事業名 母と子のふれあい広場「ありんこ」 
第１回 平成 2９年 5 月 1６日（火）  10 時～12 時 

場所：乳児院多目的室  参加親子 7 組 
内容：ふれあい遊び「アニマール」、体操「ペンギン体操」、ボー

ルプール、ウレタンすべりだい、室内ジャングルジム、手

作りおやつ「マカロニきな粉」、おみやげ「指人形」 
第２回 平成 29 年 6 月 13 日（火）  10 時～12 時 

場所：乳児院多目的室   
内容：楽器制作遊び 
院内でアデノウィルス流行の為、中止。 

第 3 回 平成 29 年 7 月 18 日（火）  10 時～12 時 
場所：乳児院多目的室  参加親子６組 
内容：製作「あざらし水鉄砲」、ふれあい体操「おばけの体操」、

水遊び、おやつ「オレンジゼリー」、絵本の読み聞かせ 
第４回 平成 29 年 8 月 11 日（金）   

夏祭り 招待は院内で手足口病流行の為、中止。 
第５回 平成 29 年 10 月 17 日（火） 10 時～12 時 

場所：緑地公園    
内容：運動会 当日の天気が雨、院内でＲＳウィルス流行の為、

中止。 
第６回 平成 29 年 12 月 19 日（火） 10 時～12 時 

場所：乳児院多目的室   
内容：クリスマス会  
院内でアデノウィルス流行の為、中止。 

第７回 平成 30 年 3 月 13 日（火） 10 時～12 時 
場所：乳児院多目的室  参加親子 6 組 
内容：ふれあい遊び「むっくりくまさん」、学生サークルによる人

形劇、おやつ「桜の木のホットケーキ」、メダルさがしゲーム、絵

本の読み聞かせ 
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８ 家庭支援専門相談員実績 
 1 家庭・関係機関との連携状況（平成 29 年 4 月 1 日～30 年 3 月 31 日） 

月別 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 
面会 10 24 12 16 30 24 30 30 29 
外出   0  2 3 3 4 4 3 4 6 
外泊 12  8 5 14 14 19 18 19 23 

サポート会議 

家庭訪問 
2 1 0 2 0 2 0 0 0 

 
 
 
 
 
 
 

 
2 児童相談所との間で、入所、子どもの様子、家庭復帰等の連絡調整を行な

った。また、保護者の方々との面会、外出外泊時に関わって、普段の様子を

伝えたり、各家庭の状況を聞いたり、相談を受けたり、入浴や調乳、授乳等

育児トレーニングも行なった。近年では、子どもだけでなく、保護者にもさ

まざまな問題や、関わりの難しさがあり、家庭復帰がスムーズにいかないケ

ースが増えており、乳児院の役割も変化していく中で、家庭支援専門相談員

をはじめ、職員が共に学び考え、子ども、保護者を支えていくよう努力した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ ２ ３ 合計 
21 14 9 249 
6 3 1 39 

14 20 13 179 
1 0 5 13 
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 ９ 里親支援専門相談員 実績活動報告書 
月  4 5 ６ 7 ８ 9 小計 10 11 12 1 2 3 合計

訪
問
活
動 

里親宅 14 12 12 13 12 10 73 9 17 16 14 10 22 161

施設 0 0 3 0 0 0 3 1 3 0 0 0 0 7

その他 1 0 0 1 0 0 2 1 3 3 1 0 1 11

電
話 

里親 14 5 5 9 24 11 68 25 5 10 7 4 18 137

施設 3 0 1 0 0 3 7 0 0 0 0 0 2 9

その他 26 8 8 19 22 34 117 16 14 16 18 17 32 230

来
所 

里親 0 2 0 3 0 6 11 1 0 0 0 0 0 12

施設 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

その他 0 1 0 1 1 0 3 0 3 0 0 0 0 6

親和会関係 

（総会・行事・研修等） 
1 0 0 0 0 0 1 0 0 1 1 0 1 4

会議 

（児童相談所・子ども

福祉課が行うもの） 

2 3 2 2 2 3 14 3 2 4 2 2 2 29

里親研修など 0 0 3 0 0 1 4 0 2 0 1 1 0 8

子育て広場 1 2 2 1 2 2 10 1 1 1 1 2 0 16

マッチング 

（立ち会いなど） 1 0 0 0 0 6 7 7 12 5  0 0 0 31

レスパイト 1 1 0 0 1 0 3 0 0 0 0 0 0 3

里親ショートス

テイ 
0 3 0 0 3 0 6 0 0 1 3 0 1 11

計 64 37 36 49 67 76 329 64 62 57 48 36 79 675
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 2 児童相談所の里親担当職員・里親委託等推進委員・ケース・ワ 
ーカーと役割分担して里親宅を訪問し、里子の検診・予防接種・通院に

同行した。訪問では子育ての支援の助言をしたり、話を聴いたりして、

通院の時は里親であることや受診券の説明をした。 
里親会、里親サロンにも参加し、交流を持った。また、年２回新規里

親基定前研修の補助や乳児院や児童養護施設の施設実習の立ち会いを

した。 
 未委託の里親と児童養護施設での行事にも参加し、施設の現状に触れ 
子どもと関わる機会を設け、乳児院でのマッチング中の里親や、抱っこ 
ボランティア・家庭体験ボランティアの調整や対応も職員と連携を取り組み 
ながら行った。里親ショートステイの手配や送迎を職員や他施設の里親支援

専門相談員と協力しながら行った。 
 里親啓発事業も「新ビジョン」の内容を参考にしながら、担当職員相互に 
意見交換をして、新規里親開拓や里親育成、特別養子縁組の推進等の情報集 
収をした。 


